





























































さらに、1993 年、ベトナム出身のトラン・アン・ユン（Tran Anh Hung, 
ベトナム名チャン・アン・フン）が『青いパパイヤの香り（L'Odeur de 
la papaye verte）』を発表。カンヌ国際映画祭ある視点部門（Un Certain 
Regard）に出品され、新人賞にあたるカメラドール（Camera d’Or）を獲得








































ベトナム全土で 150 館を数え、ハノイ市内でも 15 年前の約３倍に館数は
増え、スクリーン数で考えると、その数は 10 倍以上に拡大している。
特に、韓国資本のシネマコンプレックスの勢いがよく、CGV ベトナムは、





































『Vợ ba（The Third Wife,2018）』は、トロント国際映画祭を始め、海外で
の評価を受け、ベトナムでも 2019 年の 5 月に公開されたが、未成年の性
描写がカットされていなかったことが発覚し、わずか 3 日で公開打ち切り
となっている。
一方で、『フェアリー・オブ・キングダム（Tấm Cám 2）: Chuyện Chưa 






流れとともに（Chung một dòng sông）』からベトナム映画の歴史が始まると
されている。















































1959 年から 1973 年まで、ベトナムでは 36 本の劇映画が作られたが、
上述の２本と、短編『２人の兵士』（Hai Người Chiến Sĩ, 1962）、長編『アフー




































































Xã trong tầm tay, 1983））を皮切りに、ダン・ニャット・ミンは自分の脚本










































































































刑囚の手記より』（Un condamné à mort s'est échappé ou le vent souffle où il veut 
1956）に大きな衝撃を受けた、さらに、後日偶然観た映画が在仏ベトナム
人監督ラム・レの『Poussière d’empire （1983）』と知り、1985 年、録音技
術や撮影監督などを養成する国立映画学校エコール・ルイ・リュミエールへ
入学した。
1987 年卒業作品としてとしてベトナムの昔話『La Femme Mariée de Nam 
Xuong』（青いパパイヤの香り／シクロ）を制作、翌 88 年に発表。すぐに頭
角を表したことで、91 年、やはりベトナムの古い伝説に基づいた短編『La 
Pierre de L’Attente』を制作。この作品は、92 年クレルモン・フェラン短編
映画祭の審査員大賞を受賞する。そしてフランスの映画制作会社ラズナック
の目にとまり、長編デビュー作として公開されたのが『青いパパイヤの香り』
（Mùi du du xanh - L'odeur de la papaye verte 1993）である。
この作品によりカンヌ国際映画祭のカメラドールなどを受賞し、「ベトナ
ムを代表する映画監督」6）として祖国へ迎え入れられたトラン・アン・ユンは、







































（TonyBui）やトリン・ティー・ミン・ハ（Trinh T Minh Ha）、グエン・ミン・
























































布して以来、『足の長い女たち』（Những cô gái chân dài, 2003）、『街角のシン




































が、ゴー・クアン・ハーイ（Ngô Quang Hải, 1967-）の処女作『パオの物語















































































































































ベトナムの映画俳優（Dien Vien Dien Anh Vietnam） 文化通信出版 1994 年
ハノイの映画人（Nha Dien Anh Ha Noi） ハノイ文学芸術協会 2000 年
映画と民族文化（Dien Anh va Ban Sac Van Hoa Dan Toc） 文化通信出版 
1994 年
ベトナムの映画監督（Dao Dien Phim Truyen Viet Nam） ホーチミン市映画
研究センター 1998 年
ベトナム革命映画史（Lich su Dien anh Cach Mang Viet Nam）映画局 1989 
年
祖国と映画（To Quoc va Dien Anh） Hong Luc 青年出版 2000 年
























映画世界（Dien Anh The Gioi）ベトナム映画協会 雑誌
雑誌文化芸術（Tap Chi Van Hoa Nghe Thuat）略記 VHNT 文化通信賞芸術
文化理論通信局
人民（Nhan Dan） 略記 ND 新聞
労働（Lao Dong） 略記 LD 新聞
若者（Tuoi Tre） 略記 TT 新聞
サイゴン解放（Sai gon Giai Phong） 略記 SGGP 新聞
文化（Van Hoa） 略記 VH 新聞
青年（Thanh Nien） 略記 TN 新聞
演壇（Dien Dan） 
＜フランス語・英語＞
Cyclo, Laurence Trémoret-Tran Anh Hung, Actes Sud（1995 Paris）
Le Procès de la colonisation française,Ho Chi Minh（présenté par Alain 
Ruscio）, lespresses d’IFC
（1999 Paris）
Retour au Viet-Nam, Thierry Klifa, STUDIO （1995 Avril）
註





























６）Báo Nhân Dân 1994 年 5 月
７）Diễn Đàn 1996 年 10 月
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